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愛知県刈谷市各会計予算書

令 和 年 度





議案第２２号 

   令和４年度刈谷市一般会計予算 

令和４年度刈谷市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６２，０００，０００千円と定

める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

（継続費） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１２条第１項の規定による継

続費の経費の総額及び年割額は、「第２表 継続費」による。 

（債務負担行為） 

第３条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第３表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

第４条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第４表 地方債」に

よる。 

 （一時借入金） 

第５条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、２，０００，０００千円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

第６条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

  令和４年２月１７日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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出

自動車税 328,68

予

7

4 市たば

算

こ税 1,015,98

歳

0

5 都市計

　

画税 3,001,35

入

8

2 地方譲与税 426,112

1 地方揮発油譲与税 110,000

2 自動車重量譲与税 300,000

3 森林

款

環境譲与税 16,11

項

2

3 利子

金

割交付金 14,000

　

1 利子割交付金 14,000

　

4 配当割交付

額

金 180,000

(

1 配当割交付金

第

単

180,000

位

5 株式等譲渡所

：

得割交付金 130,0

千

00

1 株式

円

等譲渡所得割交付金 1

)

30,000

6 法人事業税交付金 540,000

1 法人事業税交付金 540,000

１

1

7 地方消費

市

税交付金 4,050,

税

000

1 地

3

方消費税交付金 4,0

5

50,000

,

8 自動車取得税交

6

付金 1

1 自

2

動車取得税交付金 1

1,

表

131

1 市

　

民税 14,904,6

歳

16

2 固定

入

資産税 16,370,

歳

490

3 軽
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款 項 金　 　額

(単位：千円)

9 環境性能割交付金 170,000

1 環境性能割交付金 170,000

10 地方特例交付金 187,645

1 地方特例交付金 178,000

9,645

11 地方交付税 1

1 地方交付税 1

12 交通安全対策特別交付金 26,000

1 交通安全対策特別交付金 26,000

13 分担金及び負担金 168,212

1 負担金 168,212

14 使用料及び手数料 1,306,878

1 使用料 1,221,751

2 手数料 85,127

15 国庫支出金 7,572,694

1 国庫負担金 6,355,176

2 国庫補助金 1,183,452

3 委託金 34,066

16 県支出金 3,706,283

1 県負担金 1,979,648

2 県補助金 1,299,453

3 委託金 424,628

2 新型コロナウイルス感染症対

策地方税減収補填特別交付金
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項

3,503

金

1 寄附金 13,503

　

19 繰入

　

金 2,360,394

　

1 繰入金 2

額

,360,394

(

20 繰越金 1

単

,000,000

位

1 繰越金 1,0

：

00,000

千

21 諸収入 2,2

円

68,057

)

1 延滞金、加算金及び過料 16,000

2 市預金利子 2,360

3 貸付金元利収入 46

4

2,700

県

4 雑入 1,786,9

交

97

22

付

市債 2,151,70

金

0

1 市債 2

2

,151,700

,

歳　　　入　　

5

　合　　　計 62,0

5

00,000

4

17 財産収入 107,389

1 財産運用収入 107,384

2 財産売払収入 5

款

18 寄附金 1
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歳　出

款 項 金　　　額

(単位：千円)

1 議会費 402,122

1 議会費 402,122

2 総務費 5,856,679

1 総務管理費 4,407,062

2 徴税費 697,856

3 戸籍住民基本台帳費 522,491

4 選挙費 165,242

5 統計調査費 2,796

6 監査委員費 61,232

3 民生費 24,605,618

1 社会福祉費 11,149,629

2 児童福祉費 12,020,304

3 生活保護費 1,422,185

4 災害救助費 13,500

4 衛生費 6,474,998

1 保健衛生費 3,941,244

2 清掃費 2,533,754

5 労働費 112,572

1 労働諸費 112,572

6 農林水産業費 760,393

1 農業費 760,393

7 商工費 1,381,607
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項

3 河川費 51

金

3,148

　

4 都市計画費 4,28

　

1,751

　

5 下水道費 1,715

額

,889

6

(

住宅費 400,778

単

9 消防費

位

1,836,747

：

1 消防費 1,

千

836,747

円

10 教育費 9,

)

949,369

1 教育総務費 790,726

2 小学校費 2,858,001

3

1

中学校費 507,78

商

9

4 特別支

工

援学校費 77,616

費

5 社会教育

1

費 3,217,153

,

6 保健体育

3

費 2,498,084

8

11 災害

1

復旧費 43,000

,

1 民生施設災

6

害復旧費 2,000

0

2 農林水産業

7

施設災害復旧費 5,000

3 公共土木施設災害復旧費 36,000

12 公債費 1,314,290

8 土木費 9,232,604

1 土木管理費 215,412

2 道路橋りょう費

款

2,105,626
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款 項 金　　　額

(単位：千円)

1 公債費 1,314,290

13 諸支出金 1

1 普通財産取得費 1

14 予備費 30,000

1 予備費 30,000

歳　　　出　　　合　　　計 62,000,000
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第２表　継続費

（単位：千円）

款 項 事　業　名 総　　額 年度 年　割　額

４ 98,000 

５ 406,220 

４ 26,270 

５ 555,730 

６ 970,530 

７ 464,270 

４ 315,750 

５ 358,770 

６ 28,630 

2 道路橋りょう費

富 士 松 南 小 学 校
体 育 館 改 築 事 業

703,150 10 教 育 費 2 小 学 校 費

東 刈 谷 保 育 園
大 規 模 改 造 事 業

504,220 

8 土 木 費

3 民 生 費

市道０１－４０号線他
道 路 新 設 改 良 事 業

2,016,800 

2 児 童 福 祉 費

第３表　債務負担行為

（単位：千円）

事　　　　　　項 期　　　　間 限　　度　　額

特 別 企 画 展 開 催 事 業 令 和 ５ 年 度 4,500

独 立 開 業 資 金 及 び
事 業 転 換 資 金 預 託 金

令 和 ５ 年 度 融 資 額 の ３ 分 の １ 以 内

商 工 業 者 事 業 資 金 預 託 金 令 和 ５ 年 度 融 資 額 の ３ 分 の １ 以 内
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第４表  地方債

（単位：千円）

起　債　の　目　的 限　度　額 起債の方法 利　　率 償  還  の  方  法

計 ����������

��������

市民休暇村大規模 改 造 事業 ��������

政府資金等融資条件に
定めのある場合はその
条件により、銀行その
他の場合にはその債権
者と協定するものによ
る。ただし、市財政の
都合により据置期間及
び償還期限を短縮し、
若しくは繰上償還又は
低利に借換えすること
ができる。

富士松東小学校大規模改造事業 ��������

��������

普通貸借
又　　は
証券発行

4.0％以内
（ただし、利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金等に
ついて、利率
の見直しを
行った後にお
いては、当該
利率見直し後
の利率）

双 葉 保 育 園大規模 改 造 事業

富士松南小学校体育館改築事業 ��������

体 育 館 空 調 設 備 整 備 事 業

― 9 ―



議案第２３号 

令和４年度刈谷市刈谷小垣江駅東部土地区画整理事業特別会計予算 

令和４年度刈谷市の刈谷小垣江駅東部土地区画整理事業特別会計の予算は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８５５，２８８千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  令和４年２月１７日提出  

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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出

94

1 繰越

予

金 822,994

算

3 諸収入 10

歳

1 雑入 10

　

歳　　　入

入

　　　合　　　計 855,288

款 項 金　　　額

(

第

単位：千円)

１

1 事業収入 32,28

表

4

1 保留地

　

処分金 26,385

歳

2 清算徴収金

入

5,899

歳

2 繰越金 822,9

歳　出

款 項 金　　　額

(単位：千円)

1 刈谷小垣江駅東部土地区画
855,288

整理費

1 土地区画整理費 855,288

歳　　　出　　　合　　　計 855,288
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議案第２４号  

令和４年度刈谷市刈谷野田北部土地区画整理事業特別会計予算 

 令和４年度刈谷市の刈谷野田北部土地区画整理事業特別会計の予算は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２８７，５２１千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  令和４年２月１７日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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出

4,000

予

3 繰越金 121,8

算

19

1 繰越

歳

金 121,819

　

4 諸収入 10

入

1 雑入 10

歳　　　入　　　合　　　計 287,521

款 項 金　　　額

(

第

単位：千円)

１

1 事業収入 21,69

表

2

1 保留地

　

処分金 21,692

歳

2 繰入金 1

入

44,000

歳

1 他会計繰入金 14

歳　出

款 項 金　　　額

(単位：千円)

1 刈谷野田北部土地区画整理
287,521

費

1 土地区画整理費 287,521

歳　　　出　　　合　　　計 287,521
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議案第２５号 

   令和４年度刈谷市国民健康保険特別会計予算 

令和４年度刈谷市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１，６５５，８２９千円と定

める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２０条第２項ただし書の規定

により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一

款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

令和４年２月１７日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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出

負担金 2

予

3 国庫支出金 137

算

1 国庫補助金

歳

137

4

　

県支出金 7,919,

入

646

1 県補助金 7,919,645

2 財政安定化基金交付金 1

5 財産収入 330

1 財産運用収入 329

款

2 財産売払収入

項

1

6 繰入

金

金 877,857

　

1 他会計繰入金

　

877,856

　

2 基金繰入金 1

額

7 繰越金 3

(

80,251

第

単

1 繰越金 380,2

位

51

8 諸

：

収入 37,603

千

1 延滞金、加算

円

金及び過料 30,50

)

0

2 市預金利子 1

3 受託事業収入 1

4 雑入 7,101

１

1 国民健康保険税 2,

表

440,003

　

1 国民健康保険税

歳

2,440,003

入

2 一部負担

歳

金 2

1 一部
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款 項 金　　　額

(単位：千円)

歳　　　入　　　合　　　計 11,655,829
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4

2 保険給付費 7,767,3

款

21

1 療養

項

諸費 6,838,50

金

0

2 高額療

　

養費 875,600

　

3 移送費 20

　

0

4 出産育

額

児諸費 42,021

(

5 葬祭諸費 1

単

0,000

位

6 傷病手当諸費 1,0

：

00

3 国

千

民健康保険事業費納付

円

金 3,574,043

)

1 医療給付費分 2,425,487

2 後期高齢者支援金等分 829,749

3

歳

1

介護納付金分 318,

総

807

4

務

共同事業拠出金 1

費

1 共同事業拠出

1

金 1

5 保

3

健事業費 164,61

6

5

1 保健事

,

業費 9,880

4

2 特定健康診査等

1

事業費 154,735

　

8

6 基金積立金 329

1 総務管

出

理費 130,540

2 徴税費 5,464

3 運営協議会費 340

4 趣旨普及費 7
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款 項 金　　　額

(単位：千円)

1 基金積立金 329

7 諸支出金 12,102

1 償還金及び還付加算金 12,102

8 予備費 1,000

1 予備費 1,000

歳　　　出　　　合　　　計 11,655,829
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議案第２６号 

   令和４年度刈谷市後期高齢者医療特別会計予算 

令和４年度刈谷市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，１８１，１５８千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  令和４年２月１７日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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出

07

1 一般

予

会計繰入金 234,1

算

07

3 繰

歳

越金 1

1 繰

　

越金 1

4

入

諸収入 2,960

1 延滞金、加算金及び過料 100

2 償還金及び還付加算金 2,860

歳　　　入　　　合　　　計 2,1

款

81,158

項 金　　　額

(

第

単位：千円)

１

1 後期高齢者医療保険

表

料 1,944,090

　

1 後期高齢

歳

者医療保険料 1,94

入

4,090

歳

2 繰入金 234,1

歳　出

款 項 金　　　額

(単位：千円)

1 総務費 5,993

1 徴収費 5,993

2 後期高齢者医療広域連合納
2,172,304

付金

1 後期高齢者医療広域連合納
2,172,304

付金

3 諸支出金 2,861

1 償還金及び還付加算金 2,860

2 繰出金 1

歳　　　出　　　合　　　計 2,181,158
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議案第２７号 

令和４年度刈谷市介護保険特別会計予算 

令和４年度刈谷市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９，３９３，７５９千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２０条第２項ただし書の規定

により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一

款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

令和４年２月１７日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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出
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予
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2

算
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歳
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3 支
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入
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1 県負担金 1,227,422

款

2 県補助金 85,3

項
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3 財政

金

安定化基金支出金 1

　

5 財産収入

　

876

1 財

　

産運用収入 876

額

6 繰入金 1,

(
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第

単
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位
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：
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千
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1 介
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歳
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2

入
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歳
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1
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款 項 金　　　額

(単位：千円)

歳　　　入　　　合　　　計 9,393,759
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旨普及費 809

5 計画懇話会費 5

款
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千
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務
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,
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出
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款 項 金　　　額

(単位：千円)

2 繰出金 1

歳　　　出　　　合　　　計 9,393,759
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議案第２８号 

   令和４年度刈谷市水道事業会計予算 

 （総則） 

第１条 令和４年度刈谷市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）給水戸数 

 （２）年間総配水量 

 （３）１日平均配水量 

 （４）主要な建設改良事業 

     配水設備増補改良費 

 （収益的収入及び支出） 

69,612 

18,289,000 

50,100 

 

1,037,073 

戸 

㎥ 

㎥ 

 

千円 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収        入 

 第１款 水 道 事 業 収 益 

  第１項 営 業 収 益 

  第２項 営 業 外 収 益 

  第３項 特 別 利 益 

2,928,187 

2,665,356 

262,821 

10 

千円 

千円 

千円 

千円 

支        出 

 第１款 水 道 事 業 費 用 

  第１項 営 業 費 用 

  第２項 営 業 外 費 用 

  第３項 特 別 損 失 

  第４項 予 備 費 

3,005,250 

2,964,926 

39,304 

20 

1,000 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額８０１，５７０千円は、過年度分損益勘定留保資金

８０１，５７０千円で補てんするものとする。）。 

収        入 

 第１款 資 本 的 収 入 487,657 千円 
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  第１項 企 業 債 

  第２項 負 担 金 

  第３項 固定資産売却代金 

300,000 

187,647 

10 

千円 

千円 

千円 

支        出 

 第１款 資 本 的 支 出 

  第１項 建 設 改 良 費 

  第２項 企 業 債 償 還 金 

1,289,227 

1,224,156 

65,071 

千円 

千円 

千円 

（企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。 

（単位：千円） 

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利   率 償  還  の  方  法 

水道施設更新事業 300,000 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

4.0％以内 

（ただし、利率

見 直 し 方 式 で

借 り 入 れ る 政

府 資 金 等 に つ

いて、利率の見

直 し を 行 っ た

後においては、

当 該 利 率 見 直

し後の利率） 

政府資金等融資条件

に定めのある場合は

その条件により、銀

行その他の場合には

その債権者と協定す

るものによる。ただ

し、企業財政の都合

により据置期間及び

償還期限を短縮し、

若しくは繰上償還又

は低利に借換えする

ことができる。 

（一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

 （１）営業費用と営業外費用との間 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。 
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 （１）職員給与費                     195,918 千円 

（たな卸資産の購入限度額） 

第９条 たな卸資産の購入限度額は、２７，８０８千円と定める。 

  令和４年２月１７日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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議案第２９号 

   令和４年度刈谷市下水道事業会計予算 

 （総則） 

第１条 令和４年度刈谷市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）水洗化人口 

 （２）年間総処理水量 

 （３）１日平均処理水量 

 （４）主要な建設改良事業 

      管渠施設費 

      雨水施設費 

 （収益的収入及び支出） 

131,359 

19,615,000 

53,700 

 

425,027 

202,819 

人 

㎥ 

㎥ 

 

千円 

千円 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収        入 

 第１款 下 水 道 事 業 収 益 

  第１項 営 業 収 益        

  第２項 営 業 外 収 益        

  第３項 特 別 利 益        

3,480,605 

1,858,786 

1,621,809 

10 

千円 

千円 

千円 

千円 

支        出 

 第１款 下 水 道 事 業 費 用 

  第１項 営 業 費 用        

  第２項 営 業 外 費 用        

  第３項 特 別 損 失        

  第４項 予 備 費        

3,480,564 

3,178,847 

300,707 

10 

1,000 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額８０４，９４０千円は、当年度分損益勘定留保資金

８０４，９４０千円で補てんするものとする。）。 

収        入 
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 第１款 資 本 的 収 入           1,293,480 千円 

  第１項 企 業 債 

    第２項 出 資 金 

  第３項 負 担 金 

  第４項 補 助 金 

256,800 

917,087 

13,381 

106,212 

千円 

千円 

千円 

千円 

支        出 

 第１款 資  本  的  支  出           

  第１項 建 設 改 良 費         

  第２項 企 業 債 償 還 金         

2,098,420 

682,759 

1,415,661 

千円 

千円 

千円 

（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

（単位：千円） 

款 項 事 業 名 総 額 年度 年 割 額 

１ 資本的支出 １ 建設改良費 
下水道ストック 

マネジメント事業 
710,930 

４ 180,000 

５ 350,000 

６ 180,930 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。 

（単位：千円） 

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利   率 償  還  の  方  法 

下 水 道 事 業 256,800 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

4.0％以内 

（ただし、利率

見 直 し 方 式 で

借 り 入 れ る 政

府 資 金 等 に つ

いて、利率の見

直 し を 行 っ た

後においては、

当 該 利 率 見 直

し後の利率） 

政府資金等融資条件

に定めのある場合は

その条件により、銀

行その他の場合には

その債権者と協定す

るものによる。ただ

し、企業財政の都合

により据置期間及び

償還期限を短縮し、

若しくは繰上償還又

は低利に借換えする

ことができる。 
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（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

 （１）営業費用と営業外費用との間 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。 

 （１）職員給与費                       155,098  千円 

 （他会計からの補助金） 

第１０条 下水道事業の健全な財政運営に資するため、一般会計からこの会計へ補

助を受ける金額は、２８２，００９千円である。 

  令和４年２月１７日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 

― 31 ―



― 32 ―


